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１． 人権教育全体構想 

学校教育目標 

しんけん学ぶ子 にこにこ活動する子  じっくり行動する子 

 

児童の実態 

・明るく前向きに、がんばろうとする子どもが多い。 

・相手の思いに気づかなかったり,相手がいやがる言動をしたりする子どもがいる。 

・自分に自信が持てず、教師の指示を待ったり、発言が少なかったりする子どもがいる。

 

人権教育の基本方針 

人権尊重の精神に基づき、全教育活動を通して、差別や偏見を見抜く豊かな感性を 

培うとともに、正しい判断力を持って行動できる子どもを育成する。 

 

本年度の人権課題 

・自分に自信をもち、のびのびと自分の思いを表現し、正しい判断力をもって生活を 

 切り開こうとする「子ども」を育てる。 

・子ども一人ひとりが互いのよさや違いを認め合い支え合える「学級集団」をつくる。

・子どもが生き生きと学校生活を送ることができる「学校と地域」を保護者・地域の 

 人たちと共につくる。（保護者との連携） 

 
２．「人権の花」運動の目的 

 子どもたちが花を栽培する活動を通して、相手の立場を考えることや、協力し合うこと、 

感謝することの大切さに気づき、思いやりの心を育むとともに、互いの人権を尊重すること

ができる。 

 
３．「人権の花」運動でめざす子ども 
 命の大切さや、自分が大切な存在であることに気づくとともに、相手も同じように大切な存

在であることを認め、互いの人権を尊重する行動ができる子ども。 

 
－１－ 



４．活動のスローガン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．年間活動計画 
 （１）主な活動内容 
  〇なかよし班ごとに、プランターに苗や種を植え、心をこめて世話をし、育てる。 
  〇観察や成長の記録を取るとともに、花の絵や作文等を作成する。 
  〇「人権の木」にやさしい行動の花を咲かせてく。 
  

（２）活動する学年 
   全校児童・園児 
  

（３）年間活動計画 
月 活  動  内  容 
５ 「人権の花」運動打ち合わせ 

「人権の花」運動実施計画およびスローガンづくり 
６ 「人権の花」運動指定書交付式 スローガンの発表 

人権の話  
第１回苗・種植え（マリーゴールド・インパチェンス・サルビア・ブルーサルビア 
          ポーチュラカ・大雪山（ミニひまわり）） 
栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に花を咲かせよう運動 

７  「人権の花」の絵 
栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に花を咲かせよう運動 

９  栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に花を咲かせよう運動 
１０  種収穫  

栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に葉をつけよう運動 
１１  第２回苗・球根植え（ビオラ・パンジー・ノースポール・チューリップ） 

栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に葉をつけよう運動 
１２ 人権集会  「人権の花」終了式（感謝状伝達式 風船イベント） 

栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に葉をつけよう運動  
１ 「人権の花」運動報告書（冊子）の作成 提出 

栽培（水やり等）・観察    「人権の木」に実を実らせよう運動 
－２－ 

   ―   しんけんに とりくもう 人権の花 ― 

       そだてよう 思いやりの心 

       さかせよう にこにこの花 



６．活動の様子 
（１）「人権の花」運動指定書交付式 

 
 
 

 

 

         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

－３－ 

6 月 6 日  「人権の花」運動指定書交付式 

西小学校は、「にこにこしんけん」を合言葉に

活動に取り組んでいます。 

なかでもなかよし班は、幼稚園から 6 年生ま

でが一つの班をつくり活動しています。 

この 1 年間、全校のみんなで花を育てながら、

「人権」について “しんけんに”考えていき

ましょう。 

～こばと委員（児童会）より～ 

みんなで花を育てていくことで、友だちを大切にする思いやりの心も育てましょう。 

にこにこの花をたくさん咲かせて、花いっぱい・笑顔いっぱいの西小にしていきましょう。



人権擁護委員の宮崎さんが、「種をまこう」の詩をみんなに紹介してくださいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人ＫＥＮあゆみちゃん・人ＫＥＮまもるくんの  
マスコットをいただきました。 

 
 

幼稚園児・全校児童で 人ＫＥＮあゆみちゃん・人ＫＥＮまもるくんと記念撮影をしました。 
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私は、「人けん」ということばを知らなかっ

たので、最初は「人けんの花」ということ

ばは、ひびかなかったです。 

でも、「たねをまこう」という詩を聞いて、

心にひびきました。なので、花を植える時

にていねいに植えました。 

「人けんの花」ってこんなに大切なんだ。 



（２）第１回苗植え 
 
 
 
「人権の花」運動指定書交付式の後、マリーゴールド・サルビア・ブルーサルビア・インパチェン

ス・ポーチュラカの苗を 人権擁護委員さん、地域の方、ＰＴＡの方と一緒に植えました。 
 後日６年生が、種から育てた大雪山というひまわりの苗を植えました。 
 なかよし班ごとに 水やり当番も決め、みんなで育てていくようにしました。 

      
 
 

                            
 

 

花を植えるとき、『育ってね。他の花とも 

なかよくしてね。ぼくも、友だちをいっぱ

いつくるし、なかよくするから、おたがい

友だちをいっぱいつくろう』と思いまし

た。 

金曜日に水をいっぱいあげるからね。 

～おうちの方より～ 

人権の花きれいに咲けばいいですね。 

まだ、早いのですが、秋に種をつけた風

船を飛ばす子どもたちの笑顔を想像す

ると、秋がとても待ち遠しいです。 

そのためにも、きれいな花が咲くように

がんばって育てるサポートをしたいと

思っています。この思いは地域の方々も

同じだと思います。何か手伝うことがあ

ればいつでも言って下さい。 

6 月 6 日  第 1 回苗植え 

私は、人けんの花を植えるのを楽しみに

していました。 

私はお母さんからよく「そんなやさしく

ない言葉をつかわんで」と言われます。

だからこそ、人けんの花を植えて 

お友だちや、地いきの人たちや、知らな

い人たちにも、やさしい言葉を 

使っていきたいと思います。 



－５－ 
（３）人権の木に花をさかせよう 
 
 
 
 
友だちからかけてもらった「にこにこことば」（うれしくなる言葉）や、友だちからされてうれし

くなったこと、がんばっていることを 1 学期は花カード、2 学期は葉カード、3 学期は実カード

に書いて人権の木に貼っていきました。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１年間でこんなにたくさんの花や葉、実が実りました。 

      

人権の木の取り組み 

 



－６－ 
（４）花のお世話 
 
 
 
 

各班ごとに めあてを決めて 水やり等のお世話をしていきました。 
 

    

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－７－ 
（５）第２回 苗植え 

花のお世話 

夏休みの前には、ＰＴＡの方が 

ホースを使って自動水やり機を 

つくってくれました。 



 
 
 
 パンジー・ビオラ・ノースポールの苗とチューリップの球根を植えました。 

  

   
 

    

 
 

－８－ 
（６）あったかあどの交換 

１１月６日  第２回 苗植え 

苗植えの前に ６年生が花の植え替えをし

ました。寒い中、一つひとつのプランター

を冷たい水できれいに洗ってくれました。 

班長として、みんなのために働こうとする 

心が育っています。 

この花は、全校で参加する卒業式の時に「６年生 ありがとう」の思いをこめて 

会場にかざります。 



 
 
 
 
なかよし班の お友だちのいいところを見つけて カードに書いて交換しました。 
                           
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－９― 
（７）「人権の花」運動終了式 

ぼくに こんな 

いいところが 

あったんだぁ！！ 

わたしのことよく 

見ていてくれて 

うれしいな。 

１２月７日  あったかあどの交換



 
 
 
 
 こばと（児童会）が主体となって、人権の花運動で取り組んできたこと、考えたこと、学んだこ

とを発表しました。 
 その後、この運動を通して自分が変わろうとしたとしたこと・変われたことを思い浮かべながら

全校で「おそすぎないうちに」を歌いました。 

        
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
♪おそすぎないうちに  

間に合う いまのうちに できるかぎりのことをしよう  

－１０－       うまれて こられた お礼に♪ 

（８）風船とばし 

１２月１２日 「人権の花」運動終了式 

私には、とっても大切な友だちがいます。 

その友だちは、だれにでも優しくて自分のこと

を後回しにして、友だちのことを心配してくれ

ます。私がつらい思いをしたときも助けてくれ

ました。 

私は、この人みたいになりたいです。 

今度は、自分が反対に友だちを救ってあげたい

です。 

「人権の花」運動をしてみて、こんなふうな思

いを育てることが目的なんだと思いました。 

「人権の花」運動は終わるけど、変わりたいと

いう自分の思いをもっと大きくして、みんなの

心に笑顔の花をさかせていきたいです。 



 みんなで育てた大雪山（ミニひまわり）の種と手紙をつけた風船を なかよし班ごとに飛ばしま

した。 

    昨年子どもが作ってくれた 
                            人権標語を合言葉に飛ばしました。 
 
 
    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

－１１－ 
７．子どもの感想 

とばそうよ 

空いっぱいに 

やさしさを 

みんなの 思いをのせた風船は、空高く舞い上がり 

あっという間に高崎山の向こうまで飛んでいきました。 

たくさんの方に拾ってもらえるといいね。 



【１年生】                【４年生】 

         
 
 
 
 
 
 

【５年生】 

       【６年生】                   

      
 
 
 
 
－１２－ 

８．種を拾ってくれた方より 



  「風船を見つけましたよ！」たくさんの方から お電話やお手紙をいただきました。 
  由布市挟間町から、４件。大分市の平横瀬・賀来・木上・端登や野津原、そして遠くは臼杵市

の野津町まで 風船が飛んで行ったようです。 
  全校のみんなに紹介すると、「そんなに遠くまで飛んでいったんだ！！」と驚くとともに 
 風船がとりもつ “縁”を感じたようです。 

【臼杵市 野津町から】                【大分市 木上から】 

 

 
【大分市 野津原から】 

 

 
 
 
 
 
                －１３－ 
９．成果と課題 

由布市 

４人 

大分市 

５人 臼杵市 

１人 



 
＜成果＞ 
○学校が花で包まれ、とても心がいやされた。 
○全校のみんなで花を育てるこの運動を通して、子どもたちが人権について考える機会が増え、

子どもたちの人権への意識が育ったように感じた。 
○なかよし班で協力しあう姿や、高学年が低学年をやさしく世話をする姿がみられた。 

  なかよし班での活動が増え、子どもたちどうしのつながりが 深まったような気がする。 
 ○この運動を通して「自分を変えよう」「変わっていこう」と取り組んだ。子どもたちに書かせ   
  た１年間の成長には、“友だちとけんかしなくなった”“人の気持ちを考えられるようになった。” 
  という言葉がよく見られた。なかには、自分勝手な行動に気づき、人との接し方を考えられる 
  ようになった子どももいた。 
 ○「人権の木」の日常的な取り組みで、少しずつ友だちを意識して、やさしくしようとする子が 
  増えた。 
 〇些細な友だちのやさしさに気づく子が多くなった。 
 〇「あったかあど」の取り組みで、自分のいいところに気づくことができた。 

また、他の子どもの思いを知って、自分を大切にしたり、周りの友だちを大切にしようとした

りするようになった。 
 〇風船を飛ばして、遠く離れた方ともつながれたことがうれしかったようだ。自分たちが育てた

種がまた違う場所で花を咲かせることに 感動していた。 
 ○ＰＴＡや地域の方、自治委員さんや民生委員さん、人権擁護委員さん、人権啓発課の方々との

ふれあいが、子どもの意識向上に結びついた。 
 
 ＜課題＞ 
 ○全校で取り組む難しさを感じた。みんなが意識をひとつにして子どもたちに語り、活動させて 
  いかないとなかなか“人権”について深く考えさせることができない。 
 〇定期的に取り組みを振り返る時間などを設定すると、もっともっと子どもたちに意識の定着が 
  できたと思うが、時間を取ることができなかった。 
 ○せっかく芽生えてきた「人権」への意識をさらに育てていくためにも、今年だけで終わらず、

来年度もこの運動を続けていきたい。どう続けていくか活動の見直しをしていく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―１４― 


